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さ い た ま 市 立 病 院 中 期 経 営 計 画 の 改 訂 に つ い て （概要） 

＜本計画の位置づけ＞ ＜本計画の対象期間＞ 

１．中期経営計画の基本事項 

＜本計画の目的＞ 

本計画は、市立病院の医療機能を充実させ、そのための健全な経営基盤を確立するために、以下を目的としています。 

 具体的な目標を設定すること。 

 目標達成に向けた工程表と具体的な方策を明らかにすること。 

 経営状況を把握するための経営管理の指標と基準を示すこと。 

本計画は、市の「行財政改革推進プラン」と整合を図りつ

つ、公立病院改革プランの後継として、市立病院の中期的

な経営の方向性を示すものです。

平成 24 年 4 月 1 日から平成 29 年 3 月 31 日までの 5年間。 

ただし、計画期間中に病院を取り巻く環境の変動等が 

あった場合には、本計画を必要に応じて見直します。

２．市立病院の現状と課題 

□医療機能・施設面の充実  
・施設整備基本計画を策定、建替え整備による

新病院建設を方針決定。→H28 着工予定。
・SPECT(３次元的に断層画像を撮影する装
置)、CT 等の高度医療機器を充実。
→H26 年度は X 線透視装置を前倒し更新。

・ICU(集中治療室)、HCU(準集中治療室)、
NICU(新生児用集中治療室)等の設備増強。
→H26 年度には需要が見込まれる HCU を、
さらに１床追加整備。

□費用の縮減  
・ﾍﾞﾝﾁﾏｰｸ活用による価格交渉や、適切な後発
医薬品採用等による材料費の縮減。

□職員の確保・人材育成と適正配置  
 ・医療機能の維持・強化のため、医師、看護師

を計画的に採用。
・院内保育定員を追加増員し、対象年齢を拡大

するなど、働きやすい職場環境を整備。

主な取組状況 ※H25 年度末時点 

＜市立病院の経営状況の推移＞ 

単位：百万円

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

収入 11,785 12,481 13,160 13,359 14,867 14,502

医 業 収 益 10,572 11,093 11,856 12,090 13,157 13,401

医業外収益 1,214 1,341 1,300 1,251 1,122 1,004

特 別 利 益 ‐ 47 4 18 588 97

支出 11,702 12,376 13,019 12,925 13,415 13,811

医 業 費 用 11,268 11,905 12,559 12,481 12,976 13,271

医業外費用 433 471 460 440 435 445

特 別 損 失 ‐ ‐ ‐ 4 4 95

84 58 137 420 868 689

84 106 141 434 1,452 691

区分

収
益
的
収
支

経常損益

純  損  益

＜改訂の趣旨＞ 

＜市立病院を取り巻く環境の変化＞ ※本計画策定後の主な変化

（１）市内の医療需要の変化 （２）診療報酬の改定 

（３）市立病院施設整備 

■高齢化等に伴う医療需要の増加 
入院患者全体 56.7％（51.8％） 
外来患者全体 23.2％（19.0％） 

■入院における疾患別増加 
  循環器系疾患    78.3％（74.9％）
  呼吸器系疾患    71.8％（63.9％）
  皮膚・皮下組織疾患 67.3％（ － ）
  筋骨格系疾患    56.8％（59.6％）
※数値は「国立社会保障・人口問題研究所（平成 25年 3

月公表）」及び「厚生労働省 平成 23年患者調査」を用
いて推計した。 

※（ ）は本計画策定時の数値。

■平成 24年度診療報酬改定 
・改定率は、社会保障と税の一体改革のもと、

全体で+0.004％とほぼ現状維持。 
■平成 26年度診療報酬改定 
 ・改定率は、消費税率引上げの対応を含めて、

全体で+0.1％。 
・重点課題として、医療機関の機能分化・強化

と連携、在宅医療の充実等。 
↓

社会保障と税の一体改革を進める中、今後、 
予想される、「医療費の伸びの抑制」、「医療 
機関の役割の見直し」等への対応が必要。

《現在の施設課題》 
○老朽化、狭隘化が進み、非効率な配置への対応。
○急速な高齢化による患者数の増加への対応。 
○地域医療機関との役割の見直し。 

《さいたま市立病院施設整備基本計画策定》 
 平成 26年 3 月

○建替えによる新病院を建設。 
○救命救急センター設置等の急性期医療機能や、

緩和ケア等のがん医療などの充実・強化。 
○医師会等と一層連携し、地域の病院、診療所と

の役割分担を図るための体制整備。 
市民が可能な限り地域の中で必要な医療を受ける
ことができる『地域完結型医療の要』を目指す。

＜本計画の中間振返り＞ 

※評価ランク
Ｓ：目標を大幅に上回り、特に優れた成果がある。 

 Ａ：目標を達成又は上回っている。 Ｂ：概ね目標どおり。 
 Ｃ：目標を下回っている。  Ｄ：未着手又は目標を大幅に下回っている。 
※（ ）内の数は、目標とする実施年度より遅れている取組数。 

項目 評価 取組数

①医療機能・施設面の充実 Ｂ ９(2)
②患者サービスの向上 Ｂ ８(0)
③病診連携の強化 Ｂ ４(0)
④業務改善に関する取組 Ｂ ４(0)
⑤収益確保に向けた取組 Ａ ６(1)
⑥費用縮減に関する取組 Ａ ５(1)
⑦経営管理体制の整備 Ａ ６(1)
⑧職員の確保・人材育成と適正配置 Ｂ ６(0)

■各項目の評価 
外部の有識者で構成する「さいたま市立病院経営評価委員会」

が行った、平成 25 年度の取組に対する評価です。 
各項目でＡまたはＢの評価で、実施時期は全 48 取組のうち、 

43 取組が、目標どおりに実施しています。 

■全体評価 
概ね計画どおり進捗しているが、市立病院の施設整備に向けた人員と資金の確保が必要である。 

【評価】 
 ・医業収益が増加。（H25：13,401 百万円 H24：13,157 百万円） 
 ・材料費の縮減。（材料費対医業収益比率 H25：23.8％ H24:24.1％） 
【課題】 
・施設整備に向けて大幅な医療機能の強化を図るためには、更なる職員の確保が必要。 
・施設整備に多額の費用が見込まれ、企業債発行による後年度負担が予測されるため、整備後の健全経営の維持を

見据えた資金確保が必要。

３．中期経営計画の改訂 ＜改訂の視点＞ 

■市立病院の目指すべき方向性 

地域の基幹病院としての地域医療における中核的な役割 
 ・自治体病院としての高度な医療機能の提供 
  ・患者サービスの向上 
  ・地域の医療機関との連携

健全な経営基盤の確立 
・業務改善に関する取組 

  ・収益確保に向けた取組 
  ・費用縮減に関する取組 
  ・経営管理体制の整備 
  ・職員の確保・人材育成と適正配置 

○本計画の取組は概ね順調に進捗しています。ＩＣＵ・ＮＩＣＵやＨＣＵ等の設備増強などに取り組
んだ結果、医業収益の増収額が目標を上回り、経常損益が改善するなど良好です。 

○しかし、診療報酬の改定、消費税率の引上げといった外部環境の変化や、新病院の建設に伴う医療
機能の充実・強化、職員の確保など、新たに対応すべき課題も生じています。 

○そこで、平成 25年度までの取組実績を踏まえ、新たな課題に取り組むための見直しを行い、中間期
となる平成 26年度に本計画の一部を改訂します。

以下の視点に基づき改訂を行います。 
① 本計画の中間振返り 

・取組実績や経営状況の評価を踏まえた見直しを行います。 
・診療報酬改定や消費税率引上げ(5%→8%)等に対応します。 

② 市立病院施設整備 
・建替えによる新病院建設と医療機能の充実・強化、地域 

医療機関との一層の連携等を反映します。 

＜改訂後の位置づけ及び対象期間＞ 

平成
23年度
(2011)

平成
24年度
(2012)

平成
25年度
(2013)

平成
26年度
(2014)

平成
27年度
(2015)

平成
28年度
(2016)

平成
29年度
(2017)

中期経営
計画

施設整備

市
立
病
院

さいたま市 行財政改革推進プラン２０１０ 行財政改革推進プラン２０１３

公立病院
改革プラン 【改訂前】 【改訂後】

基本構想 基本計画 基本設計 実施設計・工事(予定)

（次期）

（次期）

高齢化の進展に伴う患者の急増に対応するた
め、救命救急センター設置、手術室拡充等による
急性期医療、緩和ケア等による地域がん診療連
携拠点病院の充実・強化を図ります。 

地域医療支援機能の充実・強化の核となる、（仮
称）地域医療支援センターを設置し、地域が必要
とする各種施設、医療機能の共同利用を進めるな
ど、市民の多様なニーズに応えるネットワーク型
の医療を推進します。 

新病院に必要な職員を計画的に確保し、開院に
向けて着実な準備を進めます。 

現状・課題への対応

本計画に基づきＩＣＵ・ＮＩＣＵ増床、ＨＣＵ整備等の設備増強や、医師・看護師の増員などによる医療提供体
制の充実により、経常収支は黒字を計上しています。一般病床利用率は平均在院日数が短縮する中、増加傾向にあ
り、手術件数も増加しています。救急搬送件数は、毎年度 6,000 件を超えています。 

項目 単位

一日平均入院患者数 人/日 436 445 457 444 445 454

一日平均外来患者数 人/日 1,070 1,044 1,027 1,007 998 996

平均在院日数 日 13.6 13.9 13.5 12.8 12.8 12.9

一般病床利用率 % 80.4 81.8 84.0 81.5 82.1 83.6

手術件数 件 3,750 3,595 3,785 3,793 4,275 4,466

救急搬送件数 件 6,005 6,428 6,800 6,634 6,210 6,170

25年度
指標

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度
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４．方向性実現に向けた取組 ５．収支計画について 

財務に関係する数値目標

22年度 25年度 28年度

（実績） （実績） （目標）

94.4% 101.0% 96.5%

101.1% 105.0% 100.3%

50.9% 46.8% 51.7%

26.6% 23.8% 22.7%

10.9% 8.1% 9.9%

一般病床利用率 84.0% 83.6% 85.7%

入院患者一人一日当たり収入 53,169円 61,013円 62,275円

一日平均外来患者数 1,036人 996人 1,000人

外来患者一人一日当たり収入 10,348円 11,763円 12,038円

材料費対医業収益比率

他会計繰入金対経常収益比率

入
院

外
来

項目

医業収支比率

経常収支比率

職員給与費対医業収益比率

医療に関係する数値目標

22年度 25年度 28年度

（実績） （実績） （目標）

3,785件 4,466件 4,500件

6,800件 6,170件 6,000件

13.5日 12.9日 12.9日

58% 57.0% 65%

32% 31.9% 42%

項目

手術件数

救急搬送件数

平均在院日数

紹介率

逆紹介率

１．収益的収支 (単位：百万円、税抜)

 年 度

 区 分

13,157 13,401 13,355 13,553 14,086
12,634 12,932 13,109 13,109 13,173
9,952 10,053 10,032 10,238 10,514
9,546 9,835 10,012 10,012 10,076
2,735 2,858 2,830 2,804 2,949
2,602 2,611 2,611 2,611 2,611
470 490 493 511 623
486 486 486 486 486
1,122 1,004 1,202 1,180 1,267
1,147 1,131 1,130 1,130 1,130
1,000 872 1,009 980 1,073
985 989 989 989 989
39 38 39 44 44
57 55 55 55 55
83 94 154 156 150
105 87 86 86 86

14,279 14,405 14,557 14,733 15,353
13,781 14,063 14,239 14,239 14,303
12,976 13,271 13,751 13,875 14,598
13,090 13,348 13,530 13,601 13,644
6,294 6,274 6,610 6,704 7,279
6,240 6,356 6,455 6,468 6,488
3,176 3,191 3,141 3,149 3,203
3,261 3,280 3,307 3,288 3,286
3,004 3,271 3,400 3,431 3,372
3,064 3,162 3,180 3,149 3,149
466 486 552 543 696
473 521 559 667 692
36 49 48 48 48
52 29 29 29 29
435 445 605 672 704
503 448 448 449 450
58 52 45 46 69
60 58 59 61 62
377 393 560 626 635
443 390 389 388 388

13,411 13,716 14,356 14,547 15,302
13,593 13,796 13,978 14,050 14,094
868 689 201 186 51
188 267 261 189 209
588 97 0 0 0
0 0 0 0 0
4 95 2,898 0 3
5 0 0 0 0

1,452 691 ▲ 2,697 186 48
183 267 261 189 209
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

２．資本的収支 (単位：百万円、税込)
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

 年 度

 区 分

61 58 297 2,000 3,018
132 428 966 541 1,292
226 165 216 576 456
231 297 472 184 247
8 31 0 108 0
9 0 108 0 0

295 254 513 2,684 3,473
372 725 1,546 725 1,539
528 569 1,188 4,035 4,400
824 1,225 2,343 1,101 1,985
292 242 226 214 229
292 241 212 236 282
820 811 1,414 4,249 4,629
1,116 1,466 2,555 1,337 2,267
544 583 902 1,565 1,155
744 741 1,009 612 728
544 583 902 1,565 1,155
744 741 1,009 612 728
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

544 583 902 1,565 1,155
744 741 1,009 612 728
1,866 1,682 1,753 3,539 6,328
1,938 2,125 2,879 3,184 4,194

※差引不足額は、翌年度繰越額に係る財源充当額を除いた金額。

※平成24年度及び平成25年度は実績値、平成26年度は見込値、平成27年度及び平成28年度は目標値。

※下段網掛けは改訂前の目標値。

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度

(2) 外 来 収 入

(3) そ の 他

２. 医 業 外 収 益

(1) 他会計負担金・補助金

(2)

そ の 他

経 常 収 益

支

出

１. 医 業 費 用

(1) 職 員 給 与 費

(2) 材 料 費

(3) 経 費

収

入

１. 医 業 収 益

(1) 入 院 収 入

(1) 支 払 利 息

(2) そ の 他

経 常 費 用

減 価 償 却 費

(5) そ の 他

２. 医 業 外 費 用

国 ( 県 ) 補 助 金

(3)

28年度

特
別
損
益

１. 特 別 利 益

２. 特 別 損 失

純 損 益

累 積 欠 損 金

24年度 25年度 26年度 27年度

経 常 損 益

(4)

収

入

１. 企 業 債

２. 他 会 計 出 資 金

３. 国 ( 県 ) 補 助 金

収 入 計

支

出

１. 建 設 改 良 費

２. 企 業 債 償 還 金

支 出 計

企 業 債 残 高

差 引 不 足 額

補
て
ん
財
源

１. 損 益 勘 定 留 保 資 金

２. そ の 他

計


